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しんだんかくてい ずつう

ＭＴＩＢ１は診断が確定していないため頭痛､めまい
じこ宗えことｕｋうＵようじぞ＜ かくせん苞ん

など事故前と異なる症状が持続するときには､書專Pヨ
いりようさかんじゅしんすず

医療機関の受診をお勧めし言三ごr･
はけん ずいＵはけんし そうだんおこ

保健センターで石､随時保健師による相談を行なって
そうだん

いますので、ご相談＜ください。

回
■
■
③

Ｄかい

を理解しようlllTB １

と ＭＴＢノ とは

／こうつうじこがいしょうあにま石よくせつうあだまつ＆肋 、

交通事故や外傷などで､頭を直接打つ7ＥＤ、または頭が強く揺さぷ
のうＬ』ようげきつにのうそんしよう【|き

られると鶴脳|こ衝撃が伝わり､脳損傷が起こることがあります。5面

L｣よう|ｺﾞ舌Ｉブいと１Ｊ／u己いじようば『わI八すうじつすうし肺うか/ｕ

衝撃が軽度でＣＴ検査など|こ異常がなし1場合でも数白から数週間

”一議:048-73
たしょう』ようあらわ=■うい、つよう

経って症状が現れることがあるので注意がmli要です。
、 ノ

蕊 」



１予防しよろＭＴＢ！１Ｍ丁農l蝿露しよう
、かい
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しんだん さまざましょうじょう、

ＭＴＢＩと診断吉れ葱いま表､様々葱症$犬になやまされ、
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いゆうし 、かいえせいかつししようて

生活に支障が出ていることを､周囲からは理解を得られず、
あかつょ且ゆ

･赤ちゃんを強く揺さj面;らないように

しましょう

がた語拒 ｐたし

つらい思いをしている方がいます。私たち－人ひとりが、
だし］せつ、かい

（ ＭＴＢｌを理解することが大切です。 ノ

などしようてんらく

・イスやベビーカーでは､ベルト等を使用し,､転落を
ふせ

防ぎましJくう
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がいしょう こうし[ｋ てん」らく でんとう

｡スポーツ外I舅。高所からの転落。転倒
ｌこゅうようじゆ

･乳幼児の揺さ,3<り

゜交通＝故
ほうりよく

・勗昌力
こ さいみ志ん□とんしやの

｡子どもが(１３歳未満)自転菫に乗るときは、
ちやくよう

ヘル>《ツトを着用しましょう
豪二

ぽうぐてさせつしよう

･スポーツでは防具を適切に使用しましょう

てんとうよぼう かんきょうとと⑰

｡転倒予防のための環境を整えましょう
しつない世いりすべどたん古がいしょう

（室内の整理､UIipうたん゜マットの滑り止め､段差解消）スポーツ外傷
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じそくずつう

・持続する頭痛・だるて雪
ことば は芯

｡＝葉がうまく話せなし１

め

・目CDかすみ
Ｄかい

｡理解ができなし１

しヮうち喝うりきぐていか

｡集中力のiEi下

・かんしゃく
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